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　3）  特殊な専門用語・学術用語のほかは、 原則として新仮名遣い・常用漢字を使用する。 
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　　1）  和文の場合
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付　　記

　（1） 本規定の改正は専攻会議の承認を得なければならない。 
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　（4） 本改正は平成17年２月１日より実施する。 

　（5） 本改正は平成20年１月１日より実施する。
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